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国際会長主題 ........................................................... 「Let Your Shine」 

アジア太平洋地域会長主題........................ 「Be the light for change」 

東日本区理事主題 ................ 「未来のために今、学びと気づきを！」 

関東東部部長方針 .................... 「親睦を糧に、クラブライフの充実」 

茨城クラブ会長主題 ..........................................................「原点回帰」 
 

IBARAKI YMCA, 24-7 HIGASHIARAI TSUKUBA IBRAKI Japan. Phone. (029) 852-4128 

THE Y’S MEN’S CLUB OF 

ＩＢＡＲＡＫＩ 
CHARTERED 2006 

☆今月の聖句☆ 
初めに言があった。言は神と共にあった。言は神であった。 

（ヨハネによる福音書 1 章 1 節） 

IBC／DBC 

強調月間テーマ 

「同盟出向中間報告」 
茨城 YMCA 大澤篤人（あっとん） 

明けましておめでとうございます。 

昨年やっと入会した新人ワイズ「あっとん」こと大澤

篤人です。 

前回巻頭言を書かせていただいたのは、日本 YMCA

同盟への出向に行くタイミングでしたので、それ以降

の近況をお伝えしようと思います。 

1 年目、特に出向当初は、子どもたちのいない職場に

なかなか慣れませんでした。茨城 YMCA で総務となっ

てからも、ドアを隔てて子どもたちから元気をもらっ

ていたことを思い知りました。はじめは仕事内容も力

の抜き方も分かりませんでしたので大変でしたが、だ

んだんと様子がわかっていきました。しかし、前任の

通りの仕事をこなすことに必死で、自分で考えて応用

すべき場面は苦手でした。また、コロナの影響は色濃

く残っており、（今思えば）出張も多くありませんでし

た。1 年目の最も大変な仕事は、昨年 11 月に行われた

日本 YMCA 大会、しかも 4 年ぶりの対面開催でした。

担当は、参加経験のない 

主務者（茨城 YMCA で 

いう主任）と私の 2 人。 

手探りで準備を進め、直 

前は毎日終電という日が 

続きました。しかし、い 

わゆる“同盟らしい”仕事 

だと実感でき大変だった 

＜例会プログラム＞ 
と き：2024 年 1 月 12 日(金) 

19:00～21:00(最大) 

と こ ろ：筑波学園教会 教育会館 

zoom によるハイブリッド開催 

zoom によるリモート開催 

司 会：熊谷光彦 

開会挨拶と点鐘：熊谷光彦 

ワイズソング：（リモート開催時はスキップ） 

21-532「やすかれ、わがこころよ」 

ワイズ信条：（リモート開催時はスキップ） 

１、自分を愛するように隣人を愛そう 

１、青少年のために YMCA に尽くそう 

１、世界的視野をもって 

国際親善をはかろう 

１、義務を果たしてこそ 

権利が生ずることをさとろう 

１、会合には出席第一 

社会には奉仕第一を旨としよう 

今月の聖句・祈祷：熊谷光彦 

聖書朗読：熊谷光彦 

協議：新年度役員体制、活動方針等 

ハッピーバースデイ＆ 

おめでとう結婚記念日： 

スマイル：（リモート開催時はスキップ） 

茨城ＹＭＣＡ報告：和田賢一 

2 月例会日程：2 日(金) or 9 日(金)？ 

閉会挨拶と点鐘：熊谷光彦 
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【例会報告】 

クリスマス例会を、12 月 1 日(金)に日本キリス

ト教団筑波学園教会の教育会館にて開催いたし

ました。真冬がきたかのような寒い日でしたが、

会員 6 名（熊谷、柳瀬、村田、大澤、和田、今井）、

スタッフ 1 名、ゲスト 2 名（大澤さんのお友だ

ち）、奏楽ゲスト 1 名（熊谷会長のおつれあい）

が集まり、和やかな開催となりました。 

クリスマス例会ということから、プログラムの

ワイズソング「いざたて」の歌詞に替えて、同じ

メロディーの讃美歌 21-532 番「やすかれ、わが

こころよ」を歌いました。そして熊谷会長から今

月の聖句、祈祷、聖書の朗読のあと、筑波学園教

会の上原秀樹牧師に、クリスマスのメッセージを

いただきました。子どもとお母さんとの会話のお

話からはじまり、新約聖書『ヨハネによる福音書』

冒頭部分を取り出し、言葉は人と人をつなぐ媒体

であること、イエスは神と人とをつなぐ媒体であ

ること、神さまと人間との関係、そして愛につい

てお話をしていただきました。 

例会の最後にはクリスマスらしい讃美歌 258

番「まきびとひつじを」を皆で歌いました。 

スマイルは柳瀬さん、娘さんのご家族、お孫さ

んが 5 年ぶりに米国から日本に来られるそうで

楽しい年末年始を（このブリテンが発行される）

今ごろは、お過ごしになられているかと・・・。

大澤さんからは、ご夫妻のそれぞれのご両親も揃

って旅行に行く機会が持てたということを、熊谷

さんからはお孫さんに自転車をプレゼントでき

たこと（三世代で霞ヶ浦一周が夢！）をお話して

いただきました。和田担当主事の茨城 YMCA 報

告を聞いて、閉会となりました。閉会後には、ク

リスマスの食事（メニ

ュー：チキン丼、にん

じんサラダ、もやしピ

クルス、お漬け物、ス

ープ、デザートにシフ

ォンケーキ）をしなが

ら歓談した後、帰路に

つきました。 

（書記 村田） 
 

分、達成感も大きな経験となりました。 

2 年目には、だいぶ慣れてきて同盟として行

うべき仕事を考えられるようになりました。

2014年に参加させていただいた STEPⅡ研修

の中で、「縁の下の力持ち」としての役割、裏

方として YMCA に貢献することへ興味を抱

きましたが、茨城 YMCA で総務を行った時と

同様、同盟の働きでもその内容に使命を感じ

ながら働いています。コロナ禍の影響はかな

り薄れ、対面開催の会議や研修に伴う出張も

増えました。もちろん準備も複雑で、当日も

時間がとられるので大変ですが、これこそ“同

盟らしい”仕事だと、前向きに楽しく取り組め

ています。 

その同盟出向は、2 年延長され 2026 年 3 月

までとなりました（もしかしたら職員にはま

だ内緒かも）。茨城 YMCA には負担をかけ申

し訳ないことですが、この 1 年半の働きが評

価されたからこその申し出だと思い、嬉しく

受け取っています。茨城 YMCA をもうしばら

く留守にいたしますが、少しでも成長して帰

ってこられるように精進します。 

12 月例会出席状況 

会員:6 名(今井靖、大澤篤人、熊谷光彦、村田淳、

柳瀬、和田賢一)、ゲスト 2 名（堀切さん夫妻）、ス

タッフ:1 名（大澤秋太郎）、リーダー:0 名、奏楽ゲ

スト:1 名（熊谷裕子）、出席総数:10 名、在籍者会員

数:11 名、会員出席率:55％ 
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【事務報告】 
 

会計報告（12 月 1 日～1 月 11 日） 
前月繰越金 ············································ ￥2,274- 

例会食事材料費 ································ △￥4,000- 

スマイル等 ············································ ￥3,000- 

寄付献金············································ △￥1,000- 

借入金返済 ······································ △￥52,000- 

チャリティーラン参加費 ··················· ￥12,000- 

会費 ····················································· ￥52,000- 

次月へ繰越 ·········································· ￥12,272- 

（借入金残額 ·································· ￥18,000-） 

会員のみなさまにおかれましては、会費の前納

にご協力を賜りたく願います。 

（会計 柳瀬） 
 

【茨城 YMCA 報告】 
 
12 月の報告 
4 日 早天祈祷会 

4 日～6 日  

北関東 YMCA ディレクタートレーニング 

9 日～11 日  

北関東 YMCA リーダートレーニング 

6 日 早天祈祷会 

13 日 主任会 

18 日 職員礼拝・職員会 

23 日 障がい児者自立支援たんぽぽクラブ 

25～1 月 6 日 ウインタースクール 

26～29 日 冬スキーキャンプ 

29～1 月 3 日 茨城 YMCA 冬季休館日 
 
1 月の予定 
～3 日 茨城 YMCA 冬季休館日 

～6 日 ウインタースクール 

9 日 幼保園 3 学期開始 

13 日 茨城 YMCA 創立 30 周年記念チャリティ

ーコンサート 

14 日 小学生ディキャンプクラブつくわい 

14 日 中高生ディキャンプクラブユース 

16～23 日 みらいへグール 

18 日 主任会 

20 日 放課後等ディサービスひかりの子チャレ

ンジトリップ 

20 日 障がい児者自立支援たんぽぽクラブ 

23 日 職員礼拝・職員会 

27～28 日  

全国アフタースクール部会（茨城開催） 

27～28 日 ゆきだるまキャンプ 

27 日 高学年ディキャンプクラブトムソーヤ 
 

（連絡主事 和田） 
 

【編集後記】 

明けましておめでとう

ございます。2024 年は年

始から能登の地震に加

えて、航空機の事故など

も起こるスタートとな

りました。現時点では被

害の全容は明らかにな

っていませんが、東日本

大震災や熊本地震にも匹敵するような被害では

ないかと思います。日本は本当に自然災害が多く

て、いつどこでまた新たな災害があるかもわから

ない国。だからこそ、暖かい部屋のなかで新年を

迎えることができるこ

との幸せをかみしめな

ければならないし、感

謝しなければならない

のだと思います。年末

年始、故郷の大阪や東

京、そして地方にも足を伸ばしましたが、日本人

行楽客と海外からの観光客でどこもにぎわって

いました。綺麗な自然、

美味しい食べもの、日本

にはまだまだ魅力がた

くさんあります。一方で、

どこに行っても人手不

足を感じます。社会を支

える立場にある人たち

の負担が限界にきてい

ることも、この年末は随所で感じました。そんな

前提のなかで YMCA は、ワイズメンズクラブは

どのように役割を果たしていくのか。今年もみな

さんとともに考えていきたいと思います。 

（書記 村田） 

4 歳の孫との初サイクリングに感謝。一緒に

10km も走れたことには驚きました。 

（会長 熊谷） 
 

筑波山からの夕景 

駿河湾フェリーからの富士山 

琵琶湖に昇る朝日 
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